




十二巻の他、嘉靖二十六年（一五四七）自序の『西湖遊覧志』全二十四巻（以下、 『遊覧志』 ）などがある。 『遊覧志』及び『志余』は 前者が杭州とそれに隣接する西湖の風物を詳細に列記したものであるのに対し、後者は杭州と西湖に関する故事・逸事を分類詳記したもので、両者相俟って、中国有数の景勝地である杭州と西湖を詳細に知ることができる（いずれも上海古籍出版社より活字版刊行） 。　
今回、訳出の底本とした は、 「安永壬辰十二月、東都書肆、江戸浅草茅町二町目、須原屋伊八」 刊記の 、




















た。一部平仮名の振仮名は訳者において付したものである。なお、和刻本の本文には、 『志余』の本文を一部省略した部分があるが（正月十五日条と二月一日条、及び除夕条以下） 、今回の訳出では和刻本 ままとした。また、 刻本の不審箇所については、 『志余』を参照し 訂 。　『熙朝楽事』は短編なるもよくまとまっており、明代杭州の年中行事を概観するには至便の書である。後注を施すに際しては、本文の理解に資する宋代以降の年中行事書、即ち 北宋
京（現開封）の繁栄を描いた孟元老編『東




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































河口の土手は道がはるかに分かれ いる。酔って帰り着 たころ は太陽は西 傾いた。不思議なのはどこから
か芳香が漂い続けていることだ なんだ、頭 金木犀の花を挿していたよ。　
門を開けて小宅に入る。金猊（金の獅子形の香炉）がしなやかに香煙を浮かべている。家人が笑って言 た、ど



























































数（曲馬の演目）は、 「双燕・綽水の神」 ・ 「二鬼が珠を争う」 ・ 「肚を隔てて針を穿つ」 ・
「枯松の倒挂」 ・ 「魁星の
踢
斗」 ・ 「夜叉の探海」 ・ 「八蠻進宝」 ・ 「四女呈妖」 ・ 「六臂
哪
咜」 ・ 「二仙伝道」 ・ 「圯槁進履」 ・

















































































































































































































蘇州など呉地方では十二日とす 。黄子常―不詳。喬夢符―喬吉、字は夢符、一二八〇～一三四五 山西太原の人で杭州に寓居する。雑劇『揚州夢』 『両世姻縁』 『金銭記』などの作者。*6　






七日目としており、明代に百五日に戻ったという。寒日―寒食のことであろう。これは冬至から百五日のことで、風雨が激しいとして火の使用を禁じて冷食した習俗。寒食があけて清明になるという順番である 民間では柳を挿して…―寒食の日、悪鬼を払うために門戸に柳を挿す習俗は五代末頃より見られるという（ 『清嘉録』 「挿楊柳」注） 本文のように頭に挿すのもそれに類似するものか。城中を挙げて墓所に登る―寒食 に墓参する習慣は、 『旧唐書』玄宗紀開元二十年の詔に見られ、それ以前より盛ん なっていたことがわかる。*8　
東岳斉天聖帝―泰山の神。北宋の真宗は大中祥符元年（一〇〇八）に泰山を天斉王に封じ、仁聖と号し、帝と称せしめた








にちなんで、誕生釈迦像に甘茶を そぐ（潅頂する）ことによるもの。なお この日、西湖では小舟から亀や魚 貝などを放す「放生会」も行われていた（ 『武林旧事』巻三） 。花の屋根―原文「花亭」 。釈迦の誕生を祝って、天から蓮華の花が舞い落ちたことを表現するものであろう こうした作り物は、例えば江戸期 尾張熱田などで「花の塔」と称されるものとも類似する。高峯和尚―元代の禅僧高峰原妙（一二三八～九五）であろう。天目山に住した その門下より中峰明本などが出た。*11　
端午―端五は唐以来「端午」と表記するが端五（はじめの五の日）が正しいという。こ 段の記述は『夢粱録』 「五月」




































中国では眉目秀麗な男児の像となったという（ 『東京夢華録』巻八 七夕 参照） 。*15　
中元節―道教で正月十五日を上元、七月十五日を中元、十月十五日を下元とする。唐代の 『芸文類聚』 巻四に引く 『道経』











観潮―銭塘江の満潮時のダイナミックな逆流を楽しむ行事。 『武林旧事』巻三「観潮」 ・ 『夢粱録』巻四「観潮 参照。瞿
宗吉―一三四七～一四三三。瞿佑、字は宗吉、銭塘の人。 剪灯新話』等の著書多数。秋吉久紀夫氏「明代初期の文人瞿佑考」参照。海鮮橋―宋代の宮城の内にあり、そ 石 魚や蝦・花草などの形があったという（ 『明一統志』巻三八） 。司封祠―未詳。*18　
重陽九月九日―元来、三月上巳と対になった厄払いの節日であったが、次第に九が重ねる嘉日としての観念が強まったと
いう（ 『清嘉録』巻九「重陽信」注） 萸を（盃に）浮かべる―「萸」は「茱萸」のことで、ミカン科の小高木ゴシュユ。赤い小粒の実に異臭があり、厄よけに結びつくという 『続斉諧記』汝南桓景伝、 『歳時広記』巻三四等） 。*19　





































―杭州において大晦日に松明を燃やす行事の壮観については、高濂著 『四時幽賞』 に活写されている （拙訳参照、 「松
盆」と称される） 。 だし、 『清嘉録』巻十二「焼松盆」にも同様の行事が記されていることから、これが杭州独自の行事ではないこ がわか 。なおその訳注によれば、この行事の意図は、 「火の力によって陽気を導き春暖を起さんとするもの」で、すでに五代の『四時纂要』に見られるという。
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